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書評

　私事で恐縮であるが，外科医で

あった父の本棚には父の学生時代

の教科書がいくつかあった。当然

その内容は古く，私が医学生に

なってみてみると，内容が使えそ

うなのは解剖学（マクロ）だけで

あった。それも日本が貧しい時代

の印刷の悪いものであった。私の

学生時代，よいアトラスといえば 

Pernkopf か Sobotta かであった。

父に Pernkopf 2 巻を買っても

らった。十分使いこなせたとはい

えないが，図の精緻さ，美しさは

素晴らしく，今も職場の本棚にあ

る。時代の趨勢もあり，これらを

超えるようなアトラスは今後作ら

れないだろうと思っていた。実際，

学習に便利であったり，安価で

あったりするよいアトラスは出版

されても，唸るような素晴らしい

アトラスはみることはなかった。

　プロメテウスの第 1 巻をみた

とき，解剖学のアトラスにこのよ

うな進化の方向があったのかと感

動した。CG を使っているからで

あろうか，精緻だが生臭さを感じ

ないドライな図柄，鮮やかだが上

品な色合い。洗練されたレイアウ

ト。一見するだけで，著者やブッ

クメーカーの意気込みを感じた。

　今回刊行されたコアアトラス

は，プロメテウス全 3 巻の中から

図版を精選し，人体の全部位を 1 

巻にまとめるため，新たに編集し

なおしたものである。全体は背部，

胸部など 7 章に分かれ，各章は，

骨，筋，臓器，血管，リンパ，神

経の順に系統解剖学的，局所解剖

学的な図がそれぞれバランスよく

並 ん で い る。引 き 出 し 線 と 

nomina は英語（と日本語訳）で，各

図の意図に沿う最小限のものに絞

られている。できるだけ多くの図

を掲載するためであろうか，総論

はカットされている。神経解剖の

端折り方も清々しい。美麗な解剖

図で有名な本書であるが，意外に

シェーマや表が多く，知識の整理

に役に立つ。また臨床についての

コラムも学生の興味を引くかもし

れない。コンピューターを使うと

縮尺も自在になるためか，かなり

縮小された図もみられるが，1 冊

に情報を盛り込むためにはいたし

かたないのかもしれない。

　プロメテウスはこの時代を代表

するアトラスである。それを凝縮

したコアアトラスは，1 万円を切

り，コストパフォーマンスが高い。

医学生だけでなく，コメディカル

の方々にも勧めたい。合格すれば

終わりの受験勉強の参考書と違

い，医療にかかわる仕事をする限

り，解剖学アトラスは辞書のよう

に長く使える。もちろん，ブレイ

ンマシンインターフェースが進ん

で，解剖学のチップを脳に差し込

むだけで済むようになったら本も

試験も必要なくなるでしょうが。
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